































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室長 神 山　 英子
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ることで、日本語に対する「慣れ」も生じてくる。
　日本語教室で子どもたちに
　「地震、怖かったね。」
と言うと、
　「うん、地震怖い。テレビ見た。怖い。教室の
下に人がいっぱいいるね。」
子どもたちに言われ、３階に日本語教室のある
市教育センターの１階が避難所になっている事に
気がついた。
　その日の帰りに１階を通り過ぎる時、つい前の
月まで日本語教室に通っていた女の子の家族が
避難しに来ていたことに気がついた。聞けば、地
震の後ずっと近くの小学校の校庭で、家族３人、
頭を抱えながら震えていたとのこと。テレビの映
像を見て、津波が押し寄せてくる不安から、家に
は帰れなかったそうだ。自分が住んでいる場所
の位置関係がよくわからない、外国から来たばか
りの人たちはどんなに不安だっただろう。
　翌日、子どもたちが教室から帰宅する際、迎え
に来ていたある保護者が言った。
　「ガソリンがないので、教室には来られません。」
　日本語教室は原則保護者の送迎が必要なの
で、このように日本語教室に通えなくなってしま
う子どもたちも出てきた。通えている子どもたち
も、授業中も落ち着きがないし、表情も暗い。
学習に集中できない日々は続いたが、それでも子
どもたちは学校に編入学するために必要な言葉
や日本の学校のルールを覚えていった。
　そのまま春休みを迎え、平成２３年度に入った
が、年間２０名を超える児童生徒が日本語教室
にやってくるが、今年度２月までは震災の影響で
その約半数であった。ところが、３月に入る頃か
ら少しずつ増え始めてきている。新たに来た子ど
もたちの中には、
　「地震で国に帰っていた。とても怖かった。」
という子どももいて、やはり、テレビの映像が怖
かったのだと言う。音声のみよりもストレートに
情報をキャッチできる映像で、今回の３・１１を、
外国から来た子どもたちはどう理解したのか。災
害等での言葉のわからないというストレスは子ど
もにも同様なのだと改めて思い知らされた。外国
から来た子どもたちを取り巻く環境として、保護
者は母語しかできず、子どもは母語がわからな
かったり、日本語も母語も不十分であったりする
家庭の状況も見られる。あの子どもたちは、見た
事や感じた事を誰に伝えるのか。もう少し時間が
経ったら、またあの時の子どもたちに今はどう受
け止めているか聞いてみようと思っている。
　私は昨年の 11 月から、宇都宮市立西原小学校
で低学年のフィリピン出身のA児を支援してい
ます。主に授業に入り込み、文章の解釈の仕方
や感想文の書き方などの補助をしています。彼
にとっては、感想を考えて書くことが難しいの
ですが、地道に書く分量が、以前に比べて増え
てきています。文章を書く際に、濁点や促音が
抜けてしまうことも多いので、注意して指導し
ています。他には、保護者宛の重要な通知の英
訳などを行っています。
宇都宮大学国際学部国際文化学科３年
支援は微力だけど無力じゃない
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